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心が変われば、運命が変わる 

Ⅰ．進路指導部より 

長い夏休みが終わり、本日から学校生活が始まりました。 

皆さんにとって、夏休みは有意義だったでしょうか。１学期の終業式で進路指導部からの話として、

「一日の中での文武両道」の実践について話をしました。メリハリのある日々を、計画通りに過ごすこ

とができたならば、有意義だったはずです。 

夏休み中の成果について、いくつか確認したいことがあります。第一に、１・２年生は、国数英の基

礎学力向上のために、３年生は、入試科目の学力向上のために、目標とする学習時間が確保できたでし

ょうか。学力向上は、学習時間に比例しますから、まずは長時間の学習ができるように習慣づけをする

ことが大切です。ただし、皆さんが頑張った、あるいは、残念ながら頑張れなかった成果は、すぐには

出ません。１ヶ月後や１年後の結果として徐々に現れてきます。成果が出るには、時間がかかります。

そこで、より良い結果に結びつけるために、夏休み期間に身に付いた良い習慣を２学期以降も継続して

下さい。継続することで、継続できなかった自分との差がだんだんと広がっていきます。 

「受験は、３年生になってから勉強すれば、どうにかなる」という考え方は、このような話や、進路

資料の『合格体験記』を読めば、すぐに間違っていることに気付くと思います。３年生になってから始

めると、最悪の場合、成果が出る前に、受験が終わってしまいます。しかも、３年生になれば、誰でも

受験に向けた勉強をするので、相対的な学力は、なかなか向上しません。夏休みを何となくダラダラと

過ごしてしまった生徒は、今日から気持ちを切り替えて、進路実現に向けて学習しましょう。 

第二に、オープンキャンパスやインターンシップに行くことができたでしょうか。３年生は、総合型

選抜のエントリーをしたり、入試全般の説明を聞いたりするため、進学希望の殆どの生徒がオープンキ

ャンパスに参加したと思います。大学によっては、毎年のように入試制度が変更されるところがありま

す。今後も、常にＨＰを確認して最新の情報を得るようにして下さい。また、１年生は、オープンキャ

ンパスに行くことが初めてだった生徒が殆どだと思います。これを１つのきっかけとして、自ら進んで

様々な大学に行ってください。自分が生活する街の様子も大切な情報です。大学によっては、定期的に

高校生向けの公開講座が開かれるところもありますから、積極的に参加して、大学の先生による講義を

受けてみて下さい。 

 そして、今年度は、昨年度に比べて、多くの生徒がインターンシップに申し込んでくれました。３年

生も参加してくれる生徒がいました。毎年、参加してくれる生徒がいて、参加の度に、新たな発見や気

付きがあるようです。中には、仕事内容の大変さを知り、進路変更する生徒もいますが、それも重要な

進路学習です。現場を知らずに、就職してからでは、手遅れになります。高校に在学している間に、で

きる限り多くの経験をしましょう。 

夏休み期間の多くの経験が、皆さんの進路決定や進路実現に、必ず結びつきます。 



 

Ⅱ．テスト実施後の復習 

７月５日（土）に全学年で進研模試を受験しました。８月上中旬に結果が配信され、教員側はハイス

クールオンラインで、生徒側はマナビジョンで、結果が確認できました。すでに多くの生徒が、マナビ

ジョンから確認したと思います。 

マナビジョンでは、今年度の３年生から模試の学び直し機能が充実しました。模試実施後、以下の手

順で復習できますので、ぜひ活用してください。 

①解答解説の確認：マナビジョンでデジタルブック形式の解答解説を確認する。 

②自己採点：（記述）マナビジョンで解答を確認しながら、〇▲✕を選択する。 

      （マーク）自分がマークした番号を選択する。 

③復習：生徒毎に、自己採点結果に応じた復習優先問題が提示される。 

難易度は、Ｓ（高）～Ｃ（基礎）まで表示されている。 

生徒の進捗状況は、全て教員側からも確認することができます。進路意識が高い生徒ほど、模試後す

ぐに復習まで取り組んでいる様子が伺えます。 

また、本校では、スタディサプリを導入しています。活用法を以下に示しますので、ぜひ上手に利用

して、学力向上に結び付けてください。 

①到達度テスト実施後、連動課題配信機能により、講義動画と確認テストが送信されます。基礎分野 

の抜け漏れチェックができます。進路実現のためには、苦手分野を作らないことが一番大切です。 

必ず復習しましょう。 

②小中高の講義動画が視聴できます。特に中学校で躓いてしまった生徒は、自主学習の中で動画を見 

て、学び直しをして下さい。１・２年生ならば、まだ間に合います。 

③理科と地歴公民は、教科書の範囲を早く終わりにしたい生徒にとって、講義動画を視聴することは、 

授業を受けていることと同じになります。全範囲をまず終わりにして、授業で復習すると、知識が 

定着します。また、進路変更により、履修していない教科を、受験で使用しなければならなくなっ 

た場合、自主学習で利用できます。 

④小論文対策講座や総合型選抜対策講座がまとめられています。学校推薦型選抜や総合型選抜を受験 

する予定の生徒は、ぜひ活用してください。基礎から応用まで講座が設定されていますので、自分 

に不足している能力を高めるために、必要な講座だけ視聴するだけでもいいと思います。 

 

Ⅲ．ＡＩの利用について 

先日の経済ニュースで、投資家のＡＩの活用について取り上げられていました。数千社の企業の決算

書を指定した項目や注目点に沿って要約する場合は、短時間でまとめてくれるので、大変便利だという

話でした。その中で、単なる指示だけでは、味気の無い文章になってしまうので、「～、投資家目線で

～」という一言を加えると、より細かな情報まで調べて文章化してくれるということでした。 

 また、現在、ＡＩ恋人やＡＩ友達の開発が進んでいるという話もありました。ＡＩならば、いつでも

話を聞いてくれて、相談に乗ってくれます。実際にＡＩ彼女と付き合っている男性の話題もとりあげら

れていました。その際、こちらが活用していると思っていると、相手側に活用されていないか、よく考

えて利用することが大切だと思いました。 

ＡＩは、データの蓄積の上に成り立っています。深くのめり込まず、上手に活用しましょう。 


